
 

 

  令和６年（２０２４年）１１月１４日 
 

下水道施設の災害時対応訓練の実施について 

 
災害時の情報伝達の迅速化や対応力の向上を図るとともに、BCP（業務継続計画）

の実用性を高めることを目的として、上下水道局において、地震による下水道への被

災を想定した訓練を開催しますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

１ 日時  令和６年（２０２４年）１１⽉２０日（水）１３：３０～１７：００ 

 

２ 場所  熊本市上下水道局 別館３階大会議室 

 

３ 主催  熊本市上下水道局 

 

４ 参加者 訓練参加者約６０名 

             

５ 内容・スケジュール等 

別添資料をご覧ください。 

 

６ 主な参加団体 公益財団法人 熊本市上下水道サービス公社、熊本下水道パー

トナーズ 

       

７ 取材に当たっての留意点 

・取材される場合は、１１月１８日（月）までに下記問合わせ先まで

ご連絡ください。 

 
 

【お問い合わせ先】 

上下水道局 総務課 

電話：０９６－３８１－４０６１ 

課長 岩本 清昭（いわもと きよあき） 

Mail：suidousoumu@city.kumamoto.lg.jp 

 

（訓練内容についてのご質問等） 

上下水道局 計画調整課 

電話：０９６－３８１－３０２４ 

課長 福田 政昭（ふくだ まさあき） 

副課長 神﨑 陽介（かみざき ようすけ） 

Mail： keikakuchousei@city.kumamoto.lg.jp 
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庶 務 班 情 報 班 管路調査班 管路応急復旧班 施設調査・復旧班
０min

30min

90min

・支援隊情報収集整理
（宿泊先、人数確認等）
・資機材調達
（燃料、応急復旧用品等）
・支援隊作業スペース確保
・処理場との連絡調整
・上水道との連絡調整

・被害情報収集
・緊急措置状況の把握
・支援隊受入れ準備
（支援隊提供資料の確認）
・０次調査結果整理
・台帳データ関連整理
・台帳データ資料提供

・１次調査計画立案
・１次調査様式確認
・支援隊ペア割振り
・１次調査班編成

・被害状況整理
・緊急措置対応
・下水道パートナーズ
との連絡調整
・マンホールトイレ設
置状況確認
・サービス公社、管路
協との調整
・応急復旧対応

調査計画立案については、
被害エリアに対して各都市
をどのメッシュに配置する
かを決定。
付与情報として、上水道の
被害状況や復旧見通し等を
提供し、上下一体となった
計画立案をすることを期待。

・被害状況整理
・緊急措置対応
・民間委託業者等との連
絡調整（人員等リソース
の確認等）
・１次調査収集整理（MP
確認、応急復旧等必要性
の判断）
・施設台帳データ確認

アクシデント付与等による各班連携の
ロールプレイング方式図上訓練

タイムスケジュール（案）

～実地による現地調査（案）～
・マンホールトイレ設置（砂取小学校）：サービス公社
・下水道パートナーズによる現地調査
・管路調査班による１次調査

令和6年11月8日時点
計画調整課

Ｒ６年度 熊本市下水道ＢＣＰ訓練 実施概要

フェーズ
想定時期

実施項目 目標 実施概要

地震発生から
3日後

（訓練30分）

訓練フェーズにおける各班
業務内容への対応

災害発生時において，3日後以降実施すべき内
容が下水道BCPで整理され，把握されているか
確認する。

各班総括から訓練参加者に口頭にて内容説明を行い、必要な対応を実
施する。（各班で異なる内容を実施）

地震発生から
3日後

（訓練60分）

災害関連情報への適切な対
応，整理，連絡

災害時に受ける各種関連情報に対して，適切な
対応，記録，連絡を実行する。

各班のプレイヤーは，コントローラーからのPC電話や各課長からの口
頭，他班からの紙面で付与される災害情報から，必要な対応を判断し，
検討，記録，連絡等を行う。

コントローラーにて
シナリオ選別中

Point

Point

Point

Ｒ６年度 ＢＣＰ訓練の目的

訓練を体験することにより情報伝達の迅速化や被害に対する対応力の向上を図ること、訓練から得られた課題を抽出・整理しＢＣＰの実効性を高めるこ
とを目的とする。また、能登半島地震の経験を踏まえ、現地支援総括都市として支援することも考えられることから、１次調査を想定した図上訓練を実
施し、支援都市としての技能習得及びスキルアップを目的とする。



コントローラー

全体総括

・指示 ・相談
（予定外の回答・相談等）

情報付与・受入担当

担当①（庶務班1名），担当②（情報班1名）
担当③（管路調査班2名），担当④（管路応急復旧班2名）
担当⑤（施設調査・復旧班2名）

・連携

各課長

＜様々な団体等を代替＞
・国土交通省 ・自治体内他部局 ・避難所 ・住民 ・マスコミ 等

プレイヤー

・計画調整課長
・下水道整備課長
・水再生課長
・下水道維持課長
・総務課長

＜必要に応じて＞
・計画整備部長

庶務班

・アドバイス
・補助作業

情報班 管路調査班 管路応急復旧班 施設調査・復旧班

・災害関連情報
・問合せ

・問合せへの回答，
連絡，依頼，相談

・災害関連情報
・問合せ

・問合せへの報告，相談

・問合せへの報告，相談

全体補助

ロールプレイング方式図上訓練とは？？？

ロールプレイング方式の図上訓練は、下水道の災害対策において非常に効果的な訓練方法の一つです。この訓練では、対策本部の運営等を
シミュレーションし、実際の災害時にどのように対応するかを図上で模擬体験するもの

（訓練の特徴）
・シナリオ作成：大規模災害を想定したシナリオを作成し、その状況を基に訓練を行います。
・役割分担：訓練を受ける側（プレイヤー）と訓練を運営する側（コントローラー）に分かれます。

ｺﾝﾄﾛｰﾗｰはシナリオを知っているが、ﾌﾟﾚｲﾔｰは知らされていないため、実際の災害時のように情報を収集し、判断する訓練ができます。
・模擬体験：被害想定やシナリオに基づいて、災害対策本部の運営や住民対応などを模擬体験します。



・○○：○○
・○○：○○

情報付与担当

情報受入担当

●●でマンホール
から溢水がありま
した。

（リース業者へ）

仮設ポンプの手
配をお願いします。

ホワイトボード

FAX受入
BOX

携帯電話

・仮設ポンプ手配？
・下水道使用自粛願い？

・県に報告？
・どこに連絡？

付与情報

コントローラー
（訓練を仕掛ける側）

プレイヤー
（訓練を受ける側）

ロールプレイング方式図上訓練 イメージ 【Ｒ元年度訓練内容】

（Ｒ元年度訓練 情報伝達の流れ）

Ｒ元年度訓練では、携帯電話を用いて情報伝達
Ｒ４年度訓練ではTeamsの通話機能を用いた

※Ｒ６年度訓練では、Teamsを使用予定



令和６年 11月 20日 

                             上下水道局別館３Ｆ大会議室 

 

令和６年度 熊本市下水道ＢＣＰ 机上・実地訓練 

   

１．開   会 

２．挨   拶                    13:30～ 

３．訓練内容説明 

  １）訓練の説明                 13:35～14:00 

  ２）訓練開始                        14:00～15:30  

 

（休憩 15:30～15:45（15分間）） 

４．訓練振り返り 

１）コントローラー解説             15:45～15:55 

２）班内振り返り・意見のとりまとめ       15:55～16:15 

３）各班発表                  16:15～16:55 

５．講   評                   16:55～ 

６．閉   会  

 

 

 



 

R6年度　下水道BCP訓練レイアウト（別館３階大会議室）
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＜説明＞

コントローラールームは、適宜室外に

て観察等を行う。
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スクリーン映写係
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渕上課長 日髙課長
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④ ②

⑤

①管理者

②藤本部長

③角田部長

④江藤部長

⑤岩本首席

自由席 自由席

＜説明＞

各班に総括として課長を配置


